










































詩節 詩⾏  ⾳節数 脚韻  
  ￣   ︶   ￣  ︶ ￣ ︶  ￣   ︶     ￣    
I 1 Dämmern Wolken über Nacht und Thal. 9 a 夜と⾕間の上に⼣暮れの雲が浮かぶ。 
  ￣ ︶     ￣ ︶    ￣ ︶ ￣   ︶  ￣    
 2 Nebel schweben. Wasser rauchen sacht. 9 b 霧が漂う。河の流れが静かにせせらぐ。 
  ￣ ︶     ￣︶  ￣    ︶  ￣ ︶    ￣       
 3 Nun entschleiert sichʼs mit einem Mal. 9 a 今、みなが⼀⻫にヴェールを脱ぐ。 
  ︶  ￣ ︶     ￣  ︶     
 4 O gieb acht! gieb acht! 5 b おお、よく視ろ！よく視ろ！ 
        
  ￣︶   ￣  ︶ ￣   ︶ ￣ ︶  ￣    
II 1 Weites Wunderland ist aufgethan, 9 c 広⼤な奇跡の地が開け、 
  ￣ ︶  ￣ ︶  ￣ ︶   ￣   ︶    ￣     
 2 Silbern ragen Berge traumhaft gross, 9 d 銀⾊に輝きながら、夢のように巨⼤に⼭々がそびえ⽴ち、 
  ￣︶   ￣︶ ￣︶ ￣     ︶￣     
 3 Stille Pfade silberlicht thalan 9 c 静かな⼩道が銀⾊に煌めきながら伸びる 
  ￣  ︶ ￣    ︶      ￣     
 4 Aus verborgʼnem Schoss. 5 d 陰々たる⼭の懐から。 
      
  ￣   ︶   ￣ ︶  ￣  ︶  ￣   ︶   ￣     
III 1 Und die hehre Welt so traumhaft rein. 9 e その荘厳な世界はあまりにも素晴らしく純粋だ。 
  ￣   ︶  ￣  ︶   ￣  ︶   ￣︶  ￣    
 2 Stummer Buchenbaum am Wege steht 9 f 寡黙なブナの⽊が ⿊い影となって 
  ￣ ︶     ￣     ︶   ￣    ︶   ￣ ︶    ￣    
 3 Schattenschwarz ‒ ein Hauch vom fernen Hain 9 e 道端に⽴たずみ‒遠くの林から穏やかな⾵が 
  ￣ ︶  ￣ ︶ ￣     
 4 Einsam leise geht. 5 f 寂しくひっそりと吹いてくる。 
      
  ￣   ︶   ￣ ︶   ￣  ︶   ￣ ︶ ￣    
IV 1 Und aus tiefen Grundes Düsterheit 9 g そして深い⾕底の暗闇から 
  ￣ ︶   ￣ ︶  ￣ ︶   ￣ ︶    ￣    
 2 Blinken Lichter auf in stummer Nacht. 9 b 明かりが静寂の夜を通して瞬く。 
  ￣ ︶ ￣ ︶  ￣ ︶  ￣ ︶   ￣    
 3 Trinke Seele! Trinke Einsamkeit! 9 g 魂を飲み込め！孤独を飲み込め！ 
  ︶  ￣ ︶     ￣  ︶    







１. 1  ベルクによる字句の異同




第 4 詩節第 2 詩行の「stumme」の語尾が「stummer」に変更されている。韻律や音節数に変更
は生じない。前者は形容詞「stumm沈黙した」の 4 格であるが，それが 3 格に変更されている。




１. 2  詩の形式




1 詩行と第 4 詩行の偶数詩行は，同一の脚韻を持つ。また，「詩の内容」で詳しく述べるが，第 1
詩行と第 4 詩行の最終詩行の語句は同一である。冒頭詩節と最終詩節に見られるこれらの共通性か
ら，この詩の堅硬な枠組みが読み取れる。

















国際文化学部論集　第22巻 第 3 号（2021年12月）
192
ら伸びる小道が，月明かりに照らされている。 











第 3 詩節までは自然を視覚的に描写していたが，第 4 詩節ではそこに心理的比喩も加わる。また，
この詩節で初めて「魂を飲み込め！孤独を飲み込め！」という命令形を二回用いた，主人公の強い
気持ちが表現されている。続いて，第 1 詩節の第 4 詩行と同じ「おお，よく視ろ！よく視ろ！」と
いう言葉が繰り返されているが，第 1 詩節第 4 詩行の自然の感動を表す表現とは異なり，自然を通
して，孤独との葛藤を乗り越えようと自分自身に言い聞かせている主人公の心情を表している。こ
のことから，第 1 詩行の「深い谷底」は「死」5 や「恐怖」「不安」，「静寂の夜」は主人公の「葛藤」
や「絶望」「寂寥感」の比喩と捉えることが可能であり，この闇夜に煌めく星の「明かり」は，そ
のような状況下における，わずかな希望の光と解釈することができるだろう。
2. ニコラウス・レーナウ「葦の歌 ３ 」6







2. ニコラウス・レーナウ「葦の歌 3  Schilflieder 3」 
 
「葦の歌 3  Schilflieder 3」は、オーストリアの詩⼈ニコラウス・レーナウ Nikolaus Lenau（1802‒1850）




  Schilflieder 3   葦の歌 3 
詩節 詩⾏  ⾳節数 脚韻  
  ￣   ︶ ￣  ︶   ￣ ︶  ￣︶     
I 1 Auf geheimem Waldespfade 8 a 秘密の森の⼩道をよく 
  ￣   ︶   ￣  ︶ ￣ ︶     ￣    
 2 Schleich ich gern im Abendschein 7 b ⼣暮れのなか、ひっそりと歩く 
  ￣  ︶ ￣ ︶    ￣ ︶ ￣ ︶       
 3 An das öder Schilfgestade, 8 a 荒涼とした葦の岸辺へ向かって、 
  ￣   ︶  ￣  ︶ ￣  ︶  ￣    
 4 Mädchen, und gedenke dein! 7 b 恋⼈よ、君を忘れはしない！ 
        
  ￣   ︶   ￣    ︶  ￣    ︶  ￣ ︶    
II 1 Wenn sich dann der Busch verdüstert, 8 c 茂みが暗くなると、 
  ￣      ︶  ￣   ︶ ￣ ︶   ￣    
 2 Rauscht das Rohr geheimnisvoll, 7 d 葦は神秘的にざわめき、 
  ￣   ︶  ￣ ︶ ￣  ︶  ￣ ︶      
 3 Und es klaget, und es flüstert, 8 c 嘆き、そしてささやく、 
  ￣  ︶   ￣ ︶    ￣ ︶  ￣     
 4 Daß ich weinen, weinen soll. 7 d 泣かねばならぬ、泣かねばならぬ、と。 
      
  ￣   ︶   ￣   ︶  ￣ ︶  ￣ ︶       
III 1 Und ich mein, ich höre wehen 8 e すると聴くように感じる 
  ￣ ︶  ￣ ︶   ￣  ︶   ￣    
 2 Leise deiner Stimme Klang 7 f ⾵に乗って静かに流れて来て、 
  ￣   ︶   ￣ ︶ ￣ ︶ ￣ ︶       
 3 Und im Weiher untergehen 8 e 沼に沈んでいくのを 
  ￣  ︶  ￣  ︶ ︶ ︶ ￣     






















第 3 詩節までは自然を視覚的に描写していたが，第 4 詩節ではそこに心理的比喩も加わる。また，
この詩節で初めて「魂を飲み込め！孤独を飲み込め！」という命令形を二回用いた，主人公の強い
気持ちが表現されている。続いて，第 1 詩節の第 4 詩行と同じ「おお，よく視ろ！よく視ろ！」と
いう言葉が繰り返されているが，第 1 詩節第 4 詩行の自然の感動を表す表現とは異なり，自然を通
して，孤独との葛藤を乗り越えようと自分自身に言い聞かせている主人公の心情を表している。こ
のことから，第 1 詩行の「深い谷底」は「死」5 や「恐怖」「不安」，「静寂の夜」は主人公の「葛藤」
や「絶望」「寂寥感」の比喩と捉えることが可能であり，この闇夜に煌めく星の「明かり」は，そ
のような状況下における，わずかな希望の光と解釈することができるだろう。
2. ニコラウス・レーナウ「葦の歌 ３ 」6







2. ニコラウス・レーナウ「葦の歌 3  Schilflieder 3」 
 
「葦の歌 3  Schilflieder 3」は、オーストリアの詩⼈ニコラウス・レーナウ Nikolaus Lenau（1802‒1850）




  Schilflieder 3   葦の歌 3 
詩節 詩⾏  ⾳節数 脚韻  
  ￣   ︶ ￣  ︶   ￣ ︶  ￣︶     
I 1 Auf geheimem Waldespfade 8 a 秘密の森の⼩道をよく 
  ￣   ︶   ￣  ︶ ￣ ︶     ￣    
 2 Schleich ich gern im Abendschein 7 b ⼣暮れのなか、ひっそりと歩く 
  ￣  ︶ ￣ ︶    ￣ ︶ ￣ ︶       
 3 An das öder Schilfgestade, 8 a 荒涼とした葦の岸辺へ向かって、 
  ￣   ︶  ￣  ︶ ￣  ︶  ￣    
 4 Mädchen, und gedenke dein! 7 b 恋⼈よ、君を忘れはしない！ 
        
  ￣   ︶   ￣    ︶  ￣    ︶  ￣ ︶    
II 1 Wenn sich dann der Busch verdüstert, 8 c 茂みが暗くなると、 
  ￣      ︶  ￣   ︶ ￣ ︶   ￣    
 2 Rauscht das Rohr geheimnisvoll, 7 d 葦は神秘的にざわめき、 
  ￣   ︶  ￣ ︶ ￣  ︶  ￣ ︶      
 3 Und es klaget, und es flüstert, 8 c 嘆き、そしてささやく、 
  ￣  ︶   ￣ ︶    ￣ ︶  ￣     
 4 Daß ich weinen, weinen soll. 7 d 泣かねばならぬ、泣かねばならぬ、と。 
      
  ￣   ︶   ￣   ︶  ￣ ︶  ￣ ︶       
III 1 Und ich mein, ich höre wehen 8 e すると聴くように感じる 
  ￣ ︶  ￣ ︶   ￣  ︶   ￣    
 2 Leise deiner Stimme Klang 7 f ⾵に乗って静かに流れて来て、 
  ￣   ︶   ￣ ︶ ￣ ︶ ￣ ︶       
 3 Und im Weiher untergehen 8 e 沼に沈んでいくのを 
  ￣  ︶  ￣  ︶ ︶ ︶ ￣     








2. 1  ベルクによる字句の異同
作曲にあたってのベルクによる字句の異同は無い。
2. 2  詩の形式
詩構造は 4 詩行 3 詩節。音節数は，各詩節の奇数詩行が 8 音節，偶数詩行が 7 音節で構成されて





通性が見られる。また，第 2 詩節以降は頭韻および語句の反復が頻繁に現れる（第 2 詩節第 2 詩行
8 古典語の韻律論ではこの 3 つのゼンクングの連続をペーオン（Päon: ￣︶︶︶）と定義しているが，韻文調で書かれた
19世紀の詩にこの定義を当てはめるのは適切ではないだろう。この問題に関しては山口（1982，14–16）も参考にされた
い。
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「Rauscht ／ Rohr」＝頭韻，同第 3 詩行「Undes ／ Undes」，＝頭韻＋語句の反復，同第 4 詩行
「weinen ／ weinen」＝頭韻，第 3 詩節第 1 詩行「ich ／ ich」= 語句の反復）。この技法は，葦のざ
わめきに言及すると同時に用いられていることから，頭韻および語句の反復によっても詩の内容を
体現したと考えられる。











































第３曲のテクスト「Die Nachtigall」は、ドイツ「詩的リアリズム Poetischer Realismus」の代表作家のひと
り、テオドール・シュトルム Theodor Storm（1817‒1888）の作品で、18??年に完成、18??年に出版された。 
 
  Die Nachtigall   ナイチンゲール 
詩節 詩⾏  ⾳節数 脚韻  
  ︶   ￣    ︶ ￣  ︶   ￣  ︶ ￣    
I 1 Das macht, es hat die Nachtigall 8 a ナイチンゲールは 
  ︶  ￣ ︶  ￣    ︶ ￣ ︶    
 2 Die ganze Nacht gesungen; 7 b ⼀晩じゅう歌っていた。 
  ︶   ￣  ︶ ￣  ︶  ￣ ︶    ￣    
 3 Da sind von ihrem süßen Schall, 8 a その⽢美な歌声の、 
  ︶ ￣  ︶  ￣  ︶    ￣ ︶ ￣    
 4 Da sind in Hall und Widerhall 8 a 響きとこだまに包まれて 
  ︶   ￣ ︶ ￣  ︶   ￣ ︶        
 5 Die Rosen aufgesprungen. 7 b バラの蕾は花開いた。 
      
   ︶  ￣   ︶   ￣   ︶  ￣ ︶  ￣    
II 1 Sie war doch sonst ein wildes Kind; 8 c 彼⼥はかつて天真爛漫な⼦供だったが、 
  ︶  ￣   ︶ ￣  ︶ ￣ ︶    
 2 Nun geht sie tief in Sinnen, 7 d 今は物思いに沈んでいる、 
  ︶  ￣  ︶  ￣    ︶   ￣  ︶  ￣    
 3 Trägt in der Hand den Sommerhut 8 e 夏の帽⼦を⽚⼿に持ったまま 
  ︶    ￣ ︶  ￣  ︶   ￣ ︶   ￣     
 4 Und duldet still der Sonne Glut, 8 e 夏の焼けつくような暑さにじっと耐え、 
  ︶    ￣   ︶     ￣  ︶ ￣ ︶     
 5 Und weiß nicht, was beginnen. 7 d 途⽅に暮れている、どうすれば良いのか、と。 
      
  ︶   ￣    ︶  ￣  ︶  ￣ ︶ ￣    
III 1 Das macht, es hat die Nachtigall 8 a ナイチンゲールは 
  ︶  ￣ ︶  ￣    ︶ ￣ ︶    
 2 Die ganze Nacht gesungen; 7 b ⼀晩じゅう歌っていた。 
  ︶   ￣  ︶ ￣  ︶  ￣ ︶    ￣    
 3 Da sind von ihrem süßen Schall, 8 a その⽢美な歌声の、 
  ︶ ￣  ︶  ￣  ︶    ￣ ︶ ￣    
 4 Da sind in Hall und Widerhall 8 a 響きとこだまに包まれて 
  ︶   ￣ ︶ ￣  ︶   ￣ ︶        
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3. 1  ベルクによる字句の異同
この詩に対してのベルクによる字句の異同は 2 箇所に見られる。 1 点目は第 1 詩節第 4 詩行の
「DasindinHall[...]」で，前置詞に冠詞が組み合わされて「DasindimHall[...]」と書き換えられて





3. 2  詩の形式
詩構造は 5 詩行 3 詩節。最終詩節は冒頭詩節のリフレインである。音節数は，各詩節の第１，３，
4 詩行が 8 音節，第２， 5 詩行が 7 音節で構成されている。すべての詩行はヤンブスで書かれ，各
詩節の第１，３，４ 詩行が男性的，第２，5 詩行が女性的韻律で終わっている。ただし，第 1 （ 3 ）
詩節第 1 詩行末の「Nachtigallナイチンゲール」の強音は主強音と副強音の関係にあり，散文的に
















































興味深いことに，この作品は第 3 詩節として第 1 詩節をそのまま反復している。読み手は第 1 詩
節の時点では，多少の不自然な表現はあれど言葉のとおりにナイチンゲールとバラの情景を想像す































伊藤　綾（はじめに， 1 ～ 3 の原詩の構造分析と日本語訳，1.1，1.2，2.1，2.2，3. 1 ～3.3，結
論と今後の展望）


















17第 4 曲〈夢の冠〉はライナー・マリア・リルケ Rainer Maria Rilke（1875–1926），第 5 曲〈部屋で〉はヨハネス・シュラー
フ Johannes Schlaf（1862–1941），第 6 曲〈愛の讃歌〉はオットー・エーリッヒ・ハルトレーベン Otto Erich Hartleben
（1864–1905），第 7 曲〈夏の日〉はパウル・ホーエンベルク Paul Hohenberg（1885–1956）によるものである。
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